









ヘ ン リー ・ジ ェイ ムズ に
お け る群 衆 の モ チ ー フ
高 橋 信 隆
ヘンリー ・ジェイムズは、 しば しば作品の中で群衆(の イメージ)を描い
た。大都市 の誕生に伴 って、見知 らぬ人々が都市の中に流れ込むようになっ
ていた19世紀において、 アイデンティティが不明な群衆の登場は、他者 の








She [Alice  Staverton] made use of the street-cars when need be, 
the terrible things that people scrambled for as the panic-
stricken at sea scramble for the boats; she affronted, inscrutably, 




生み出し、招 き寄せる、実に不快な機械である。「路面電車」 に乗るとい う
簡単な行為が、ア リスの場合には、ニューヨークの群衆との命がけの格闘と
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化 して しま うのだ。彼女 は、 満員 の 「路 面電 車」 の中 で"concussions"を
抱 かざ るを得 ないのであ るが、 この"concussions"とい う言 葉 は、 都 市 群
衆 の恐怖(あ るいは、脅威)を 象徴す る。人 々の群れが、 ア リスをパ ニ ック
障害 の状態へ と追 い込み、彼女 の意識(脳)を 撹乱す る。群衆 に意識(脳)
を撹乱 され ることによって、彼女 は群衆 に対 して彼女独特の メタフ ァーを付
与 して いる。 そ のメタフ ァーとは、引用文中の海上 に投 げ出 された人 々 とい
うメタファーで ある。 ア リスか ら見れば、 ニュー ヨークとは、 自分 の人生 さ
え幸運であれば よい と思 い込んで いる人 々の総体 で しかないのであ る。
ジェイムズ は、 このよ うに群衆 の粗暴 な行動様式 を嫌悪 す るア リス とい う
女性 を描 いてい るが、 興 味 深 い ことに彼 自身 も旅行 記 『ア メ リカの風 景』
(1907)の中で群衆 への恐 怖を告白 してい る。約20年ぶ りにアメ リカに帰 国
した彼 は、母校 ハー ヴァー ド大学 のキ ャンパスを訪 れた ときに、 同校 の学 悶
的伝統 の深遠 さか ら放 たれ る輝 きに胸 を打 たれるのであるが、 そのよ うな心
地 よい陶酔感 をかき乱す雑念 が、突然、彼 を襲 う。 その雑念 とは、群衆 にっ
いての想念で ある一
So little time had it taken, at any rate, to suggest to me that a 
new and higher price, in American conditions, is attaching to the 
cloister, literally — the place inaccessible (to put it most perti-
nently) to the shout of the newspaper, the place to think, apart 
from the crowd. (The American Scene 46)
ここでのジェイムズの群衆像は、巷間のゴシップや事件などに群がるジャー
ナリス トであると同時に取材対象となる事件 ・スキャンダルを引き起 こす粗
野な大衆でもある。「新聞の叫び声」 という表現が、他者 の言動に好奇心を
抱 く俗物的なジャーナ リズムの世界を喚起 させている。他者の出来事にっい
て騒 ぎまわる大衆社会の喧騒に侵されない聖なる場所 として、 ジェイムズは
ハーヴァー ド大学を位置づけている。
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『アメ リカの風景 』 か ら引用 した先 のパ ッセ ー ジの末尾 にあ る"apart
fromthecrowd"という言葉が示唆 して くれて いるように、 ジェイム ズは、
「群 衆」 を差別 し、 そ して恐 れている。 しか し、『アメ リカの風景』 の中の大
都市 を遊歩 す るジェイ ムズは、 無意識 の うちに彼 自身 もまた都市群衆 のなか
の一入 とな ってい る。 リチ ャー ド ・サーモ ンは、群衆 を観 察す る遊歩者 は自
らを群衆 の集 団心性 の中に包摂 せざ るを得 な くな るとい う群 衆心 理学 に依
拠 しっっ、 ジェイ ムズがそのよ うな遊歩者 と化 して い ると考 えた(Salmon
67)。群衆 を恐れ ると同時 に群衆 に魅了され るとい うこの自己矛盾 を、 ジェ
イムズは、群衆 を定義 す るため のキ ー ワー ドの一 つ、"perambulate"を用
いる ときに曝 け出 してい るよ うに思 われ る。 彼 は、"perambulate"とい う
言葉 を、象牙 の塔 としての大学 のキ ャンパ ス内 を 「歩 き回 る」 とい う意味で
使用 してい るに もかかわ らず、 ニュー ヨークを描 いた場面 では、街路 を 「歩
き回 る」 とい う意味 で使用 しているか らだ。街路 を 「歩 き回る」 とい うニュ
ァ ンスか ら"perambulate"という言葉 が用 い られて い る場 面で は、 ジ ェイ
ムズは、"1[James]defyevenamasterofmorbidobservationtoper-
ambulateNewYorkunlesshebeinterested"(84)と言己述 していて、ニュー
ヨー クの街路 を遊歩 して観察す ることにおいて は、 自分 は他 の誰 に も負 けな
いのだとい う頑固 な自負心 を吐露 している。 ジェイムズの遊歩 は、その本質
として、「思索 にふ ける散策」(84)を有 して いるのだ が、神経 を酷使 し過 ぎ
たためか もしれないが、彼 は自 ら、都市 を観察す る自分 のまなざ しを 「病 的
な」(84)もの と呼ぶ。 彼 は、群衆を観 察 しな ければ気 が す まな い とい う強
迫観念 に陥 っているのだ。
ニ ュー ヨ冑クのユダヤ人街 の中を歩 く 「病的 な」 ジェイムズは、川の流 れ
が奏 で るせせ らぎを聞 いている ときに、幻想的 な光景 を私 たち読者 に見せて
くれ る一
It was as if we had been thus, in the crowded, hustled roadway,
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where multiplication, multiplication of everything, was the domi-
nant note, at the bottom of some vast sallow aquarium in which 
innumerable fish, of overdeveloped proboscis, were to bump to-
gether, for ever, amid heaped spoils of the sea. (The American 
Scene 100)
ここで のジェイムズに衝撃 を与 えているのは、道路 に群が っている人 々の法
外な数で ある。 メア リー ・エステ ィーヴ も、 このテクス トにおける ジェイム
ズの群衆 の数へ の執拗 な言及 に着 目 し、 彼 にと って、 膨 大 な群衆 の数 は、
「都会 の中で最 も機械 的な もの」(Esteve62)であると指摘す る。"multipli-
cation"とい う言葉 の使用が示唆す るよ うに、群衆が群衆 を呼 び、 その結 果
と して、爆発 的に増加 した大群衆が形成 され る。路上 の支配者 となった大群
衆 は、 まるで水槽 を埋 め尽 くす よ うに遊泳す る魚 の群れで あるか のよ うに、
ジェイムズは感 じるのだ。 その上、 その魚 たちは、異様 に発達 した鼻を持 っ
て いるので あるか ら、一種 のモ ンス ターと して見 なす こと もで きる。 この群
衆 は、危害を加え るモ ンスターで あるか らというより もむ しろ、単 に数 が多
くな ること以外 に何の存在理由 も持 たな い漂流す る生物で あるか らとい う理
由で モ ンスター的、不気味 なのだ。
自律的で はない、根無 し草の ような集団 と しての群衆イ メ ー ジは、 『鳩 の
翼』(1902)の中 に も現れ る。余命が残 りわずかな、巨万の富 を持っ ア メ リ
カ娘 、 ミリー ・シールが訪れ た世紀転換期の ロ ンドンの人々 は、海の漂 流物
のよ うに描写 され る一
Every one was  everywhere—nobody was anywhere. [...]  [W] as 
there anything but the groping and pawing, that of the vague 
billows of some great greasy sea in mid-Channel, of masses of 
bewildered people trying to "get" they didn't know what or 
where? (100)
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この海 の メ タファーは、 ロ ン ドン社交界 の伊達男、 マーク卿 によって ミリー
に語 られ て いるので あるが、非常 に 「大 きな」(100)テーマで あ る。 社 交
界の中での 自らの立場 が分 か らな くなって いた ミリーは、 マーク卿 に向か っ
て彼女 自身 が紳士 ・淑女 たちか らどのよ うに見 られて いるのか と訊 ねるので
あるけれ ど も、彼 は、上記 の引用文 に明 らか なよ うに、 ロ ンドンの入 々は皆、
波間 に浮遊 し続 け る塵芥 のよ うな存在 に過 ぎないので あ り、 目的意識を欠 い
た まま生活 を送 るとい う点 でアイデ ンテ ィテ ィが均質化 された人 々か ら構成
されて いる とい う唐突 な返事 を彼女 に突 き返 している。 ロ ン ドンは、 マーク
卿 によれ ば、.「脂で汚れ た」海なのであ り、 その海 に落 ちた者 は、付 和 雷同
とい う風潮 に影響 を受 けて、 自律的 な行動や意志 の行使 が不可能 にな って し
まうのだ。 ロン ドンとは、個人 の意志 を弱体化 させる とい う点で、魔 の海域
なのである。
ロ ン ドンは、 ジェイ ムズに群衆 の恐怖 とい う トラウマを与えている。彼は、
自伝 『あ る少年 と他者たち』(1913)の中で、少年 時代 に ロン ドンで遭 遇 し
た群衆へ の恐 怖を克明 に回想 す る一
The range of character  [...] reached rather dreadfully down; there 
were embodied and exemplified "horrors" in the streets beside 
which any present exhibition is pale [...]. It was a soft June eve-
ning, with a lingering light and swarming crowds, as they 
seemed to me [James], of figures reminding me of George 
Cruikshank's Artful Dodger and his Bill Sikes and his Nancy, 
only with the bigger brutality of life, which pressed upon the 
cab [...] as we [...] cropped up in more and more gas-lit patches 
for all our course, culminating [...] in the vivid picture, framed 
by the cab-window, of a woman reeling backward as a man 
felled her to the ground with a blow in the face. The London
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view at large had in fact more than a Cruikshank, there still sur-
vived in it quite a Hogarth, side  [...]. (A Small Boy and Others 
322)
暴力 の表象 と して の群衆 が、幼少 のジェイムズの記憶を支配 している。 チャー
ル ズ ・デ ィケ ンズの小説 『オ リヴァー ・ツイス ト』(1838)の盗 賊 ビル ・サ
イ クスに代表 され るよ うな暴力的 な人 々一 ジェイムズの少年時代、つ ま り、
19世紀 半ばの アメ リカで は、 デ ィケ ンズの都 市小 説 が大流 行 し、人 々 は、
ヨーロ ッパ の大 都 市 を観 察 す る遊 歩 者 の視 線 か ら都 市 の 諸 相 を 学 ん だ
(Brand66)一、 あるいは諷刺画家 ウ ィリアム ・ホガースの作品が描 いて い
るような、場末 に巣食 う自堕落 な人 々が襲 いかか って きたようにジェイムズ
には感 じられ ている。街灯 に照 らし出された群衆 の姿 は、他の 「どん なエキ
シ ビシ ョンで も太刀打 ちで きない」 スペ クタクル映像 と して ジェイム ズの 目
には映 って いたので あろ う。彼 のこの群衆体験 にお いて最 も重 要なの は、 彼
が、群衆の暴力を 目撃す ると同時 に馬車 を 「押 され」 るという暴行 を体験 す
ることで、群 衆の イメージを肌で感 じ取 ることがで きて いるということであ
る。
ジェイムズが少年 時代 に体験 した、 このよ うな群衆 の恐怖 は、 晩年 にな っ
て書かれた 自伝の中で回想 され る程 に強烈な恐怖 なのであ るが、暴徒 として
の群衆 の恐怖 は、彼の晩年 の傑作 「使者 たち』(1903)にもそ の余 波 を及 ぼ
してい る。 ヴィオ ネ夫 人の家を訪れ るランバー ト・ス トレザーの耳 に は、 か
って革 命の嵐 を巻 き起 こ したパ リの民衆 の怒声 とも歓声 とも思 われる声が聞
こえて きて、 その直後 に、 彼 は、次 のよ うな血 な まぐさい幻想 に耽 る一
From behind this [the small plash of the fountain], and as from 
a great distance — beyond the court, beyond the corps de logis 
forming the front — came, as if excited and exciting, the vague 
voice of Paris. Strether had all along been subject to sudden
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gusts of fancy in connexion with such matters as these — odd 
starts of the historic sense, suppositions and divinations with no 
warrant but their intensity. Thus and so, on the eve of the great 
recorded dates, the days and nights of revolution, the sounds 
had come in, the omens, the beginnings broken out. They were 
the smell of revolution, the smell of the public temper — or per-
haps simply the smell of blood. (The Ambassadors 319)
ス トレザ ーは、 どこか らともな く聞 こえて くる、 得体 の知れない 「声」 を
聞 くと同時 に 「匂 い」を も嗅 ぎ取 ってい るのであ るか ら、共感覚を抱 いてい
ることにな る。 彼のその ような共感覚 を引 き起 こ して いるの は、 革命 の歴史
の中か ら蘇 って きた群衆 の イメージであ る。 彼は、 パ リで群衆の暴力を受 け
た こともな い し、見た こともな い。 っま り、彼 は、 無意 識の中に群衆 への恐
怖 を持 ちつづ けていた、 と言 うことがで きる。 ス トレザー は、彼 の フィア ン
セであ ると同時に雑誌 の後援 者で もあ るニューサム夫人か ら、彼女の息子チ ャ
ドを アメ リカに連れ戻 すよ うに依 頼 されたのであ るが、 そのよ うな重大 な任
務 を忘却 させ るほどに、 彼の群衆 幻想 は、 強烈 なのだ。
ス トレザー は、 このよ うに 「突然」、革命群衆 の幻想 を抱 いたが、 なぜ群
衆 が革 命群 衆 として限定 されて いるのであろ うか。彼 が怒 りの表象 としての
群衆 を想起 したの は、 ニ ューサ ム夫人 に対 して彼 が怒 りを抱 いていたか らで
あろ う。 ニ ューサム夫人 に対 す る彼の怒 りや不満 は、彼 女か ら送 られて くる
電報 に対す る彼 の反応 とい う形で示 されてい る。彼 は、 彼女 か らの電報 をホ
テルの中庭 でボーイか ら受 け取 ると、 「まるでそ れを処分 す るか のよ うに、
握 りっぶ した」(184)り、 「握 り拳 の中 に一片の紙切れ[ニ ューサ ム夫人 か
らの電 報]を 握 りっぶ したまま」(184)で座 っていた りす る。 ス トレザーは、
電 報を二s‐ サム夫人 の表象 と見な し、 それを損壊 す ることによ って、鬱積
した怒 りを発散 させてい るのだ。 さらに、注 目してお きたいのは、彼が 「握
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り拳」 を作 って いることだ。 彼が ニューサ ム夫人か らの電報一 あ るい は、彼
に とって はニューサ ム夫人 自身一 に対 して示す、 この 「握 り拳」 とい う仕 草
が革命群衆 が 「怒 り」("temper")に我を忘れている と きに示 す仕 草 で もあ
るとい うことは、偶然 の一致 で はないだ ろう。暴君 が民衆 を圧政 で抑 圧す る
よ うに、 ニ ューサム夫人 はス トレザーを、 パ トロンとい う権威 的立場 を利 用
す ることによ って、抑圧 す る。前述 の ように、 そのよ うに絶対権力 を行使 す
る彼女 か らの電報 を、彼 は、 「握 りっぶ した」。 しか も、彼 は、 「その電 報 を
排 除せんばか りに」(184)「握 りっぶ した」。 この 「排 除」 とい う言 葉 は、
革命 のキー ・ワー ドとして も見 なす ことがで きる。彼 は、心理的 に見 て、革
命群衆 の一員 なのである。
ス トレザーに革命群衆 の幻想 を抱か せる機会 を作 ったのは、群衆表象 と し
て の 「パ リの不可解 な声」で あ った。 その 「不可解 な声」 は、 そのよ うなコ
ンテクス トにおいて、彼 に革命群衆 の幻想 を抱 くよ うに誘導 して いる、 ある
いは敷衍 して言 えば、暗示 をか けてい るよ うに思われ る。
群衆 の精神状態が催眠暗示 にか け られた被術者の それ に似 て いるという類
比 は、社会心理学者 や精神医学者 によ って提唱 されて い た。 例 え ば、19世
紀 末の フラ ンスの心理学者、 ギュスターブ ・ル ・ボ ンは、「[群衆の中にいる]
催眠暗示 をか け られた個人 は、暗示 の施術者 の掌中 にある」(LeBon51)
のであ り、 「あ りとあ らゆる感情 と思考 が、 暗示 の施術者 に決 め られた方 向
に傾注 され る」(LeBon51)と考え た。つ ま り、 「暗示 の施 術者 」 とは、
大 衆の感情 を操作す るための デマ を流す扇動者を指 すのであ り、群衆 は、 い
わば、操 り人形 のような ものなのだ。
しか し、 ジェイムズの群衆 は、操 り人形であ ると同時に、不気 味な声 を発
す る扇動者 で もある。 ミリー ・シール は、 ヴェニスの古風 な宮殿 に一 時的 に
住 むのであ るが、彼 女 は、 そ こで、 ス トレザーのよ うに、不可解 な 「声」 を
聞 く一
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[...] [A] mid voices she [Milly Theale] lost the sense. Voices had 
surrounded her for weeks, and she had tried to listen, had culti-
vated them and had answered back; these had been weeks in 
which there were other things they might well prevent her from 
hearing. More than the prospect had at first promised or threat-
ened she had felt herself going on in a crowd and with a multi-
plied escort  [...]  . (The Wings of the Dove 260)
ミリーの耳 に聞 こえ る、 この 「声」 の主 は、誰 なのか。 この宮殿 の中に は、
彼女 と彼女 の従 者、ユ ージェニオ しかいないのであ るか ら、 その 「声」 は、
明 らかに身 体な き 「声」、 っま り、彼女 の幻 聴が作 り上 げた 「声」 で あ る。
そ して、周 囲か ら語 りか けて くる 「声」 の主 は、 ミリー には、 「群衆 」 で あ
るよ うに感 じられてい る。現実的には、「群 衆」 は、王権 の象 徴 と して の宮
殿 の中には入 り込む ことはで きないけれど も、 身体 性を消去 す ることによ っ
て一 イメー ジと化 す ことによって一宮殿 の中に侵入す ることができ るのだ。
ミリーにのみ聞 こえ る 「群衆」 の 「声」 は、 身体 のな い 「声」 であるがゆ
えに、彼女 を して 「声」を聞 くことにのみ集 中 させ ることがで きる。扇動者
が大衆 の関心を もっぱ らス ピーチに向けさせ るように。 「感覚 を失 った」 状
態で 「群衆 」に取 り囲 まれてい るとい う幻想 を見て いる ミリーの姿 は、外 か
ら見れば、 催眠にか け られ た患者 のそれに似 て いる。その うえ、 ミリーを取
り巻 く 「群 衆」 の 「声」 は、彼女 の聴覚 を一方 的 に支配 してい るのであ るか
ら、彼女 は、主 人 と しての 「群衆」の奴隷 に されて いると言 うことができる。
催眠暗示をか けるの は、「群衆」 なのだ。彼女 は、彼女 の付添 い人、 ス ーザ
ン ・ス トリンガムによって、 しば しば女王 に例 え られ ることがある。 それゆ
え、女王 と しての ミリーの 「感覚」を麻痺 させ、彼女の意思を操作 する とい
う 「群衆」の 「声」の画策 は、無血の、冷 た い革命なので ある。
ロ ン ドン社交 界への ミリーの参入 は、その行 為 自体で十分 に社交界 に とっ
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The little American's [Milly's] sudden social adventure, her 
happy and, no doubt, harmless flourish [...] had been favoured 
above all [...] by one of those common caprices of the number-
less foolish flock, gregarious movements as inscrutable as ocean-
currents. The huddled herd had drifted to her blindly — it might 
as blindly have drifted away. (209)
このパ ッセ ー ジは、漂流 のイメー ジが際立っパ ッセージであ る。 この論文 の
前半部分で も言及 したよ うに、 ロ ン ドンの人々 は、「海流」 に押 し流 され る
漂流物 にす ぎない。 その意味で、彼 らは、群衆なのだ。上 に引用 したパ ッセー
ジにお ける社 交界の人 々 もまた、 アメ リカか らヨーロッパの大都市 を訪れ た
巨万の富を持 っ若 い娘の方 に並々な らぬ好奇心 を抱 いて 「漂流」 する とい う
点で、群衆 であ ると見なす ことがで きる。 「海流」 のよ うに規 律 も統制 もな
く社交界を渡 り歩 く、 そのよ うな群衆 は、「風 潮」("currents")その もの な
のであ る。 その うえ、彼 らは、「盲 目的 に」、 ミリーに言 い寄 ってい くのであ
るか ら、 「自 らの意志 で自 らを導 くのを止 めて しま った自動 人形 」(LeBon
52)であると言 うこともで きる。
ミリー に接 近 を試 み る社 交 界 の人 々は、"crowd"ではな く、"herd"や
"flock"として表現 されて いる
。 なぜだ ろうか。 この理 由を突 き止 め るには、
先 に引用 した、社交界 の人 々を 「海流」のイメー ジか ら描写 しているパ ッセー




There had been of course a signal, but the great reason was 
probably the absence at the moment of a larger lion. The bigger 
beast would come and the smaller would then incontinently van-
ish. (The Wings of the Dove 209)
ミリーよ り も興味深 い人物 が、 たまたまサ ロ ンの中 に存在 しな いか らという
消極 的な理 由のために、社交界 の 「群衆」 は、;彼女を称揚 す る。引用文の中
の 「ライオ ン」 という言葉 は、大人物の隠喩 であ り、 より立派な、 あるいは
より珍 しい新参者 が社交界で は求 め られ る。 したが って、 社交界の中で は、
人気者の度合 には上限 が存在 しないのだ。新 たな花形が現れ るや いなや、以
前 に人気を博 した花形 は忘 れ去 られ て しまう。社交界内 にお ける、 この よう
な台頭 と没落 の構 図の中で、新 しい花形 に追従す る 「群衆」 は、「ライオ ン」
の後 を進む しかないハ イエナのよ うである。 そのよ うな「群衆 」 を言 い表 す
には、"crowd"よりも獣の群れを意 味す る"herd"や"flock"とい う言葉 の
方がふ さわ しい。
大都市 の社交場 は、遊歩者 を倦怠感へ と誘 い込 む。例 えば、 ジェイムズ中
期 の 『カサマ シマ公爵 夫人』(1886)のパ リを見 てみよ う。 ニ コラ ウス ・ミ
ルズは、主人公 のハイアシ ンス ・ロビンソンを、 ス ラム街 の貧民 を率 いるこ
とを夢見 る革命家 として見 な してい る(Mills6)。しか し、多 くの買 物 客が
群 が る、 パ リのア ーケ ー ドを歩 くハイア シンスは、アナーキズム とは正反対
の倦 怠感 に、突然 、襲 われ ることがあ る一
The boulevard [in Paris] was all alive, brilliant with illumina-
tions, with the variety and gaiety of the crowd  [...]  . Hyacinth 
had been walking about all day — he had walked from rising till
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bed-time every day of the week that had elapsed since his arri-
val — and now an extraordinary fatigue, which, however, was not 
without its delight (there was a kind of richness, a sweet satiety, 
in it), a tremendous lassitude had fallen upon him  [...]. (The 
Princess Casamassima 379)
ハイア シンスが感 じてい る、 この疲 れは、非常 に奇妙 な疲 れである。群衆 の
間を、一 日中、縫 うよ うに して歩 きっづ けたために、彼 は肉体 的に相 当疲 れ
てい るはずだ。 それに もか かわ らず、彼 は、遊歩者 と して歩 きっづ けた こと
に起因 する疲 れの中にある種 の快楽感 を発見 して いる。身体的 に疲れ てい る
けれど も、精神的 には充実 している とい う、 この矛盾 した状況へ と、彼 を導
いて いる もの とは、何 なのであろ うか。言 い換えれ ば、彼 を都市 の遊歩者 に
仕立 て上 げて いる ものとは、何 なのであろ うか。街 じゅうを執拗 に一 あるい
は、病的 に ・強迫観念的 に一彼 を歩かせ ているの は、 アーケー ドの スペクタ
クル性 であるよ うに思 われ る。 ス ラム街 出身 のハ イアシ ンスの目には、パ リ
とい う大都会 を彩 るアーケー ドの華やか な照明や品物 は、 この上 もな い恍惚
感を醸 し出す ものと して映 って いるにちが いない。彼を眩惑 させ、そ して夢




ity"(379)。アーケー ドは、 この ように光 の効果を強調 す る。19世紀 末 のパ
リの アーケー ドに関 して、 ヴォル フガング ・シヴェル ブシュは、 「人 々は、
光 の輝 きと陳列 された商品、 そ して活気 のあ る群衆 とが編 み出す絵 のよ うな
効果 に魅惑 されて いた ように見え る」(Schivelbusch152)と説明す る。 革
命思想家肌 のハイ アシンスで さえ も、 アーケー ドの美 しい照 明 と楽 しげにぶ
らつ く 「群衆」 とが織 り成 す ファンタスマ ゴ リアを、夜 の都市 の快楽 の一っ
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と して感 じざ るを得 な いので ある。
都市(群 衆)は 、ハ イァシ ンスの革命 熱を冷ます役 割を果た して いる。 劇
場か ら吐 き出 されてきた群衆 の渦 か ら逃れた彼 は、 「革命広場 」(393)を訪
れ、 フランス革命 の 「エネルギー」(393)に魅 了 され るので あるが、 彼 の
このよ うな興 奮 は、「大 都市 の魅惑」一 「近代的 な噴水 や彫像の美 しさ、堂 々
と した眺め と構 図」(393)一にっ いての 「感 覚 」(393)によ って打 ち消 さ
れて しまう。 都市 の文 明によ って、彼 の感覚 は、歪 め られるのだ。無秩序 と
混沌、 そ して暴力 の表象 としての群衆 は、ハ イア シンスの意識 の中で、秩序
と整合性 一 「アス ファル ト」 や 「彫像」 などに見 出 され る 一 の表 象 と して
の群衆 に取 って代 わ られてい るのである。
ジ ェイムズ において、群衆 は、イメー ジと して変幻 自在な姿を取 り、主 人
公 の想像 の中 に棲みっづ けることで、主人公 の知 覚の歪みを浮かび上が らせ
るのであ る。
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